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『早稲田社会科学総合研究　別冊「2019年度学生論文集」』に寄稿された卒業生
の多くは、2016年 4月に社会科学部に入学した皆さんである。
この年に開催されたリオデジャネイロオリンピックでは、日本選手団が躍進し、
41個のメダルを獲得した。しかし、平和の祭典が開催されたこの年は、グローバ
ル化が乱調になる年でもあったのである。北朝鮮が核実験を繰り返すなか、6月に
イギリスでは欧州連合（EU）離脱の是非を問う国民投票が行われ、離脱支持派が
勝利した。11月に「アメリカ第一主義」を掲げるドナルド・トランプがアメリカ
大統領に選出され、冷戦後アメリカが主導してきた国際協調の世界秩序に翳りが見
え始めた。翌 2017年に中国で習近平総書記が率いる中国共産党が第 19回代表大会
を開催し、習近平の絶対的な地位が確立され、中国の国内政治は集団指導体制が崩
壊し、毛沢東時代のような「一強」の時代に後退した。将来が読めないという極め
て不安定な状況のなか、2018年に史上初の米朝首脳会談が行われ、アジア太平洋
地域に一筋の光をもたらしたが、同じ頃から米中貿易摩擦が激化し、世界は米中対
立という新たな火種を抱えることになった。日本をめぐる国際関係に目を向ける
と、徴用工問題などの歴史問題をめぐって、日韓関係が悪化したままであり、日本
外交は難しい課題への処方箋が未だに見つかっていない。
このように、卒業生が在学中の 4年間は日本と世界が大きく変貌した時期であっ
た。鋭い観察力と豊かな感受性をもった社会科学部の学生は、在学中にどのように
激変する世界を観察し、感じ取ったのか、この論文集を通して読者はつぶさに確認
することができよう。
一方、社会科学部も時代の変化に対応して大きく飛躍した。1966年に創立され
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た社会科学部は 50数年の歴史のなかで、「学際性」、「臨床性」、「国際性」という三
本柱で学部の理念を具体化してきた。国際化が進展するなかで、社会科学部は英語
カリキュラムを充実させるとともに、一般プログラムと英語プログラムとの融合を
実現すべく、すべての学生に英語で学ぶ機会を提供している。社会科学部では、多
様な背景を持つ学生がともに悩み、ともに学び、ともに世界や人生を思考してい
る。世界各地から集まった学生は社会科学部という知の海で自由に泳ぎ、社会科
学・人文科学・自然科学・情報科学の知識を幅広く吸収している。
60以上のテーマを研究対象にしている学部のゼミナールは、教員と学生がとも
に新知を探究する空間である。そこでの活発な議論を通して、よりよい社会とは何
か、如何にして平和な世界をめざすのかなどについて探究し続けている。この論文
集は、社会科学部の学生が多様な学問領域から未来の社会構想を編み出す試みであ
る。読者は論文集で描き出された社会構想から、学生諸君の未来への期待を読み取
ることができよう。
春を迎えた頃、卒業生はこの論文集を残して社会へ巣立っていくことになるが、
論文集は卒業生が早稲田大学に残した貴重なメッセージである。我々教員はこれか
ら入学する学生諸君とともに、よりよい社会とは何かという問題を引き続き探究
し、絶えず新しい答えを求め続けていきたいと思う。
